
ｙ
ゆ
く
り

か
乙
了
印

菅波茂

　
２
０
１
４
年
1
0
月
2
1
日
。
で
あ
る
。

夢
童
財
団
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
　
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
開

で
正
式
に
設
立
し
た
。
基
金
か
れ
た
相
互
扶
助
」
、
「
パ

は
私
の
医
療
法
人
ア
ス
カ
会
Ｉ
ト
ナ
ー
シ
ッ
Ｚ
、
「
口

か
ら
の
退
職
金
で
あ
る
。
目
Ｉ
カ
ル
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
の

的
は
１
９
９
４
年
か
ら
続
く
三
つ
で
あ
る
。
特
に
「
開
か

本
欄
に
私
の
夢
と
し
て
紹
介
れ
た
相
互
扶
助
」
を
世
界
平

し
て
き
た
内
容
の
具
現
化
で
和
に
不
可
欠
な
多
様
性
の
共

あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
存
を
実
覗
す
る
コ
ン
セ
プ
ト

　
2
2
歳
で
始
め
た
国
際
活
動
と
し
て
豚
蒙
普
反
活
動
す
る

だ
が
、
7
0
歳
を
迎
え
る
に
あ
の
が
目
的
で
あ
る
。
夢
童
財

た
り
、
今
後
の
1
0
年
間
で
や
団
の
目
的
は
小
規
模
な
が
ら

る
べ
き
こ
と
が
明
確
に
な
っ
　
そ
の
運
営
へ
の
資
金
の
提
供

て
き
た
。
私
が
設
立
責
任
者
で
あ
る
。
私
に
と
っ
て
奇
跡

で
あ
る
団
体
が
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
的
に
う
れ
し
い
状
況
で
あ

加
え
て
４
団
体
あ
る
。
①
召
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｐ
（
世
界
平
和
パ
ー
ト
　
8
4
年
に
設
立
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ

ナ
ー
シ
ッ
プ
）
②
国
際
医
療
Ａ
の
源
流
と
し
て
、
岡
山
大

貫
献
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
財
学
医
学
部
ク
ワ
イ
河
医
学
踏

団
③
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
ト
ラ
フ
査
隊
、
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
研

災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
究
会
、
西
日
本
医
学
生
ア
ジ

ム
④
ア
ジ
ア
災
害
医
療
プ
ラ
ア
連
絡
協
議
会
、
全
日
本
医

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
構
築
中
）
　
学
生
ア
ジ
ア
運
絡
協
議
会
、

夢童財団の設立
ア
ジ
ア
医
学
生

連
絡
協
議
会
な

ど
を
設
立
し
て
。
・
ヽ
’

き
た
流
れ
が
あ
］

る
。
そ
し
て
「
開
」

か
れ
た
相
互
扶

助
」
を
基
盤
と

す
る
先
の
４
回

体
を
設
立
す
る

ま
で
の
資
金

は
、
国
連
機
関

　
呈
と
し
て
国

連
難
民
高
等
弁
｛

務
官
事
務
所
｝
こ

国
際
機
関
テ
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ジ
ア
開
発
銀
行
な
ど
）
、
日
兵
庫
の
６
団
体
か
ら
構
成
。

本
政
府
（
外
務
省
、
旧
郵
政
な
７

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
　
ｌ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ

省
な
ど
）
、
地
方
自
治
体
な
コ
萍
｝
呂
巴
に
参
加
す
る

ど
の
税
金
と
多
く
の
団
体
や
3
2
力
国
は
自
主
財
政
で
あ

個
人
の
方
々
の
募
金
で
あ
る
。
今
日
ま
で
お
世
話
に
な

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
た
グ
ル
ー
プ
全
体
で
の
金

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
在
Ａ
Ｍ
Ｄ
額
は
数
百
億
円
に
な
る
。
時

Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ア
ム
代
の
潮
流
も
助
け
船
だ
っ

ダ
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
社
会
開
発
機
た
。
再
現
は
不
可
能
で
あ
る
。

構
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
旅
情
感
謝
の
一
言
し
か
な
い
。

報
セ
ン
タ
ー
、
と
后
‥
）
ｙ
　
　
　
夢
童
財
団
設
立
以
前
に
個

ぼ
芯
ヨ
斥
｛
ｏ
コ
Ｒ
、
国
人
的
に
支
給
し
て
き
た
奨
学

際
福
祉
事
業
団
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
金
を
財
団
に
組
み
入
れ
た
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
助
産
師
、
フ
あ
る
「
相
互
扶
助
」
。
共
同

ィ
リ
ピ
ン
の
看
護
師
、
イ
ン
体
の
論
理
で
あ
る
。
共
同
体

ド
ネ
シ
ア
・
ハ
サ
ヌ
デ
ィ
ン
を
超
え
て
助
け
合
う
の
が

大
学
の
学
生
、
ス
リ
ラ
ン
カ
　
「
開
か
れ
た
相
互
扶
助
」
。

・
コ
ロ
ン
ボ
大
学
の
医
学
日
本
人
の
見
え
ざ
る
倫
理
道

生
、
モ
ン
ゴ
ル
・
モ
ン
ゴ
ル
徳
は
「
他
人
に
迷
惑
を
か
け

大
学
の
医
学
生
な
ど
な
ど
。
て
は
い
け
な
い
ご
っ
そ
を
言

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動
の
一
里
塚
　
っ
て
は
い
け
な
い
、
困
っ
た

と
し
て
の
意
義
づ
け
が
あ
っ
　
と
き
は
助
け
合
い
な
さ
い
」

だ
。
当
初
は
家
族
財
団
と
し
で
あ
る
。

て
の
奨
学
金
支
給
の
性
格
が
　
　
「
聞
か
れ
た
相
互
扶
助
」

強
か
っ
た
が
、
上
記
４
団
体
は
日
本
人
の
倫
理
道
徳
の
延

の
活
動
方
針
が
明
確
に
な
っ
　
長
線
上
に
あ
る
。
世
界
で
は

た
の
で
、
こ
の
活
動
に
賛
同
新
鮮
な
驚
き
で
迎
え
ら
れ

さ
れ
る
方
々
か
ら
の
ご
寄
付
る
。
日
本
人
と
し
て
当
た
り

も
受
け
入
れ
る
方
向
に
切
り
前
の
こ
と
を
実
践
す
る
こ
と

替
え
た
。
基
金
の
運
用
は
シ
で
世
界
平
和
に
寄
与
で
き

ン
ガ
ポ
ー
ル
銀
行
の
許
ア
ー
る
。
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
「
リ
ン

ネ
ス
ト
氏
に
お
願
い
し
て
い
ゴ
は
木
か
ら
落
ち
る
」
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
面
か
れ
た
相
互
扶
助
」

　
不
条
理
と
は
「
ど
う
し
て
を
Ｏ
Ｓ
と
し
て
開
発
さ
れ
る

こ
の
よ
う
な
目
に
合
う
の
応
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
楽
し
み

か
」
や
「
見
放
さ
れ
た
く
な
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
冒
頭

い
」
気
持
ち
に
代
表
さ
れ
る
の
４
団
体
を
応
用
プ
ロ
グ
ラ

世
界
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
援
ム
事
例
と
し
て
理
解
い
た
だ

助
を
受
け
る
側
に
も
プ
ラ
イ
け
れ
ば
無
上
の
喜
び
で
あ

ド
が
あ
る
」
。
こ
れ
を
解
決
る
。

す
る
の
が
ア
ジ
ア
の
英
知
で
　
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
プ
代
表
）
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